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③ 
教養を定かめ楽しく生活できる平和な町にいたしましよう。〔今金町民憲章〕

今
金
産
の

砂
金
に

つ
い
て

昭和58年3月号肋291

こ
れ
は
、
砂
金

の
ひ
き
臼
て
す
が
、

今
金
山
岳
会
の
人

達
の
ご
協
力
に
よ

り
下
山
、
現
在
町

民
セ
ン
タ
ー
に
保

管
し
て
あ
る
も
の

で
す
。

寛
永
日
i
ロ
年

頃
日
光
東
照
宮
御

営
周
の
砂
金
採
集
が
始
ま
り
、

力
ベ
ツ
川
と
長
万
部
岳
を
源
と
す
る

利
別
川
、
チ
ュ
ウ
ソ
ベ

y
川
と
三
つ

の
川
が
合
流
し
て
い
る
三
股
付
近
が
最

も
砂
金
の
多
い
所
で
、
明
治
四
年
に

雨
宮
採
金
団
が
入
っ
た
頃
は
、
ど
こ

の
土
砂
を
す
く
っ
て
も
砂
金
が
あ
っ

た
と
い
い

、
松
前
藩
時
代
の
大
規
模

な
採
取
跡
が
今
も
な
お
多
〈
日
間
っ
て

い
る
。

別
名
、
倣
出
路
か
ら
国
縫
砂
金
と

も
よ
ば
れ
、
と
て
も
美
し
い
砂
状
金

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
(採

取
当
時
の
地
図
が
佐
渡
に
残
さ
れ
て

お
り
ま
す
。)

残
念
な
こ
と
に
今
金
に
残
っ
て
い

る
の
は
臼
だ
け
で
す
。
(町
史
及
び
蝦

夷
地
の
砂
金
考
、
蒲
永
芳
子
著
か
ら
)

ピ
リ



対

住

民

総

決

反止

噌

存
続
を
訴
え
る
瀬
棚
線
存
続

期

成

会

河

端

豊

会

長

廃

一
月
二
十
九
日
今
金
町
総
合
体
育
館

に
お
い
て
、

『
瀬
棚
組
内
存
続
を
守
ろ

う
い
外
四
件
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、

長
万
部
町
、
瀬
棚
町
、
北
柏
山
町
、
大

成
町
、
今
金
町
町
五
町
二
千
六
十
五
人

が
集
結
、
住
民
的
足
を
確
保
す
る
こ
と

町
決
む
は
強
〈
決
起
、
国
や
関
係
機

関
に
訴
え
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
代
表
者
の
決
古
表
明
が
あ
り
ま
し

た
が
通
学
の
足
で
あ
る
淵
棚
拙
的
廃

線棚

見
と
し
て
活
組
、
諸
先
輩
方
向
三
ヶ

年

間
宇
日
通
い
続
け
た
思
い
出
の
足
と
し

て
心
的
中
に
強
く
残
っ
て
い
る
と
い
じ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
均
入
学
し
て
く
る
後
税
遥
に

も

こ

の
紫
附
し
い
揃
棚
拙
で
ギ
業
を

修
め
刊
校
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
述
は
、
国
鉄
に
対
し
て
何

時
も
良
い
品
ば
か
り
し
て
い
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
時
に
は
ち
ょ
っ
と
描
き

す
ぎ
て
一
般
的
お
客
さ
ん
か
ら
苦
怖
が

あ
っ
た
り
、
朝
山
坊
を
し
て
動
き
出
し

た
汽
車
を
止
め
て
車
掌
さ
ん
に
も
の
す

よ
・
ぃ
目
つ
き
で
に
り
ま
れ
た

こ
と
ら
あ

リ
ま
し
た
。

わ
た
し
速
の
止
活
の
一
部
と
立
っ
て

い
る
糊
棚
線
を
山
崎
止
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
我
々
北
一
川
生
は
、
新
聞
局
や
郷
土

研
究
ク
ラ
ブ
で
テ

7

に
取
り
上
げ

沿
線
地
地
内
人
万
円
声
を
聞
い
た
り

制
棚
組
と
地
域
産
業
と
的
関
辿
等
を
剥

瀬国鉄

止
反
対
決
刃
表
明
を
、
楠
山
北
山
を
代

一

表
し
て
生
徒
会
長
で
あ
る
白
山
晶
君
が

一

次
的
よ
フ
に
述
べ
ま
し
た

a

一

『
決
意
文
』

一

朝
、
家
を
出
て
ま
だ
眠
い
且
を
駅
に

一

向
け
ま
す
。
わ
た
し
述
柑
山
北
町
生
の

一

生
活
は
こ
の
淵
棚
柑
か
わ
始
ま
り
ま
一

す
。

一

丹
羽
駅
ま
で
の
数
分
間
列
車
に
円
前
ら

一

れ
、
気
町
あ
っ
た
仲
間
違
や
組
友
達
と

一

談
笑
し
な
が
わ
通
学
す
る
の
も
到
し
み

一

舎
金
町
議

会

臨

時
会
第

一
回
が

の
一
っ
と
も
一
H
7
べ
き
日
説
で
す
。
ま

一

一
月
二
十
六
日

に
、

第
二

回
ガ

二

た
帰
り
の
汽
車
内
中
で
は
、
今
日
あ

一
月

一
日
と
開
か
れ
、

十

一

件
ガ

審

っ
た
事
な
ど
を
話
し
た
り
、
利
気
あ
い

一
議
が
な
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど

あ
い
で
す
。

一

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
先
日
向
新
聞
を
見
た
と
き

一

揃
捌
ト
が
第
:
止
一
崎
一
い
綿
の
吋
一
説

に
な

一
・

今

金

町

老

人

医

療

費

の

助

成

『
こ

関

す

る

条

例

制

定

に

つ

い

て

っ
た
こ
と
を
知
り
‘
舵
が
く
の
感
を
党

中

え
さ
る
を
符
ま
せ
ん
で
し
た
ロ

一

内

容

に

つ

い

て

は

、

一
月
日
町
広
報

わ
た
し
迷
に
と
っ
て
瀬
棚
制
と
は
、

一
紙
に
誌
の
と
お
り
で
す
@

切
論
、
勉
強
す
る
た
め
の
足
で
あ
り
ま

国園
田

今

金

町

重

度

心
身

障

害

者

及

す
。
そ
札
と
同
時
に
、
わ
た
し
速
に
と

国中
ぴ

母

子

家

庭

等

の

医

療

費

の

助

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
友
情
を
育
て
る

一a

成

に

関

す

る

条

例

の

一
部

を

改

‘
け
楠
で
あ
り
、
交
枇
的
場
で
も
あ
り

一

ま
す
。

一

正

す

る

条

例

制

定

に

つ

い

て

楠
山
北
町
が
で
き
て
十
年
、

E

去
し
討
議
し
た
結
川
市
、
制
棚
松
山
崎
止
に

E

l

-

i

s
-
-
町

道

の

路

線

変

更

に

つ

い

て

絶
対
反
刈
と
し
っ
料
ぷ
に
越
し
ま
し
た

国

以
上
町
ょ
っ
に
品
し
て
お
り
ま
し
た
。

一

奥
沢
制
と
住
吉
川
棚
町

一
部
が
変
更
に

一
な
り
、
従
来
剖
本
延
長
則
J
制
灯
で

一
あ
っ

た
も
の
が
山
本
延
長
町
J

制

一
例
灯
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

一
-

固

定

資

産

評

価

審

査

委

員

会

一
委

員

の

選

任

に

つ

い

て

一

今
金
町
子
今
金

一

生
他
山
氏
(
六
十
さ
が
任
命

=
さ
れ
ま
し
た
。

一
・
昭
和
五
十
七
年
度
今
金
町

一
般
会

一
計
補
正
予
算
(
第
九
号
)
に
つ
い
て

一

歳
入
に
つ
い
て
主
主
も
内
は
、
地
方

一
交
付
税
一
白
六
万
一
千
円
か
追
加
、
国

一
一
州
補
助
金

一
千
一
白
二
十
三
万
四
千
円

E

が
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

一

成
出
に
つ
い
て
は

E衰
の
主
人

一
医
柑
扶
助
費
等
で
一
千
五
百
一一一土
ハ
万

一
九
千
円
が
減
制
、
全
体
で
は
、
九
百
八

E

十

一
万

一
千
円
が
減
額
と
な
り
こ
れ

一
に
よ
り
全
体
予
刊
誌
削
は

三
十
八
億
五

一
千
二
百
五
十
一-
一
月
虫
千
円
と
な
り
ま
し

司
た
。

一
・
昭
和
五
十
七
年
度
今
金
町
国
民

一
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補

一
正
予
算
(
第
三
号
)
に
つ
い
て

起

大

会

生
徒
町

老
人
入
院
時
の
費
用

三
万
円
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

特
別
生
活
資
金

(
昌
人
療
養
資
金

貸
付
条
件

O
巾
し
込
み
は
随
時

O
無
利
チ
、
無
知
保
、
保
証
人

L

N
U
M
I

あ
り
ま
せ
ん
。

O
二
一
万
円
ま
で
お
叶
し
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
方

0
年
令
が
六

4
五
蔵
以
上

O
十
八
成
以
上
向
イ
世
が
い
な
い

こ
と
。

O

一
人
暮
句

L

t
人
夫
婦
世
帯

又
は
老
人
と
幼
児
向
世
出
。

そ
の
他

O
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

相
会
制
祉
協
議
会
で
ャ
}
相
談
下
さ

、
。

L
 

O
生
活
保
漣
世
帯
、
悩
川
畑
地
投
入

所
者
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

社
会
悩
側
協
議
会
事
務
川

ー
「
J
H
F

乱

γ

“
船ぬ

主
な
内
桂
は
、

「受
給
者
証
的
提
市
」

成
出
に
つ
い
て
主
主
も
の
は
、
山
市
長

諸
貨
-
一千
二
白
三
十
凶
万
二
千
円
を
減

額
、
老
人
保
健
拠
出
金
二
千

一
白
六
十

六
万
三
千
円
が
追
加
と

4
り
、
全
体
干

-圃圃

で
主
人
保
健
法
的
制
定
に
伴
い

、
医

時
給
付
吋
仏
本
名
は
併
せ
て
他
政
干
艇
の

弘
一市
を
し
な
け
れ
ば
主
わ
な
い
こ
と
に

な
リ
ま
し
た
。

( 2 ) 

-

今

金

町

国

民

健

康

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

制

定

に

つ

い

て

主
主
内
谷
は
「
附
則
」
が
蹴
し
く

主
リ
正
し
い
川
出
を
し
主
か
っ
た
り
、

出
偽
の
い
刷
出
を
し
た
り
し
た
時
は
、「
-
一

千
円
」
の
出
金
が

「二
万
円
L

円
出
金

を
科
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す

c

-

今

金

町

葬

斎

場

設

誼

及

び

管

理

条

例

制

定

に

つ

い

て

「
や
す
ら
き
見
」
の
使
用
料
が
止
め

よ
つ
に
な
リ
ま
し
た
。

マ

+
ニ
揖
以
上

一
体
当
り

町
内
向
者

一
万
円

町
外

一
万
五

千
円

マ
十
二
歳
未
満

一
体
当
り

町

内

向

者

六

千

円

町

外

九

千

円

マ
死
産
珪

U
肢
体
の
一
部

一
個
当
り

町
内
向
者

二
千
円
、
町
外
ゐ
千
円

マ

胞

衣

一
個
当
リ

町

内

向

者

一

千

円

町

外

二
千
内

使
用
料
円
減
免
に
つ
い
て
は
、
今
金

町
内
住
民
で
坑
凶
そ
の
他
特
別
主
理
由

に
よ
り
、
そ
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

も
の
に
付
し
て
は
、
山
山
間
料
の
全
部
又

は

一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
リ
ま
し
た
。

引
制
に
は
変
動
が
あ
リ
ま
せ
ん

-
昭
和
五
十
七
年
度
今
金
町
老
人

保
健
特
別
会
計
予
幻
に
つ
い
て

制
皮
肉
新
設
に
伴
い
新
た
に
計
上
し

た
も
の
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
支
払
基
金
交
付

金
三
千
凶
岳
八
十
七
万
円
が
、
国
雌
支

出
金

一
千
十

一
万
一
千
円
と
な
り
歳

出
に
つ
い
て
は
医
療
給
付
背
四
千
七

百
三
4
七
万
六
千
円
、
医
療
四
五
給
資

一
一白
三
十
七
万
円
、
全
体
予
算
額
五
千

二
十
六
万
七
千
円
が
設
け
わ
れ
ま
し
た
。

-
今
金
町
国
保
病
院
使
用
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

老
人
保
健
制
度
内
新
設
に
伴
う
も
円

で
あ
り
「
丘
人
保
健
」
の

一
瓜
が
追
加

と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

[ 3 ) 

求

む

今

金

幼

秘

凶

消

鍋

業

務

委
託
人
募
集

一
、
勤
務
時
間

午
後

一
時

ー
五
時

二

、

対

象

者

女

性
(
年
齢
叫

絞
ま
で
の
方
)

=
一
、
受
付
時
間
昭
和
田
年

3
月

幻
自
ま
で
胤
歴
岱
持
幸
町
こ
と
。

そ
町
他
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
町
教
育
委
以
金

4
務
い
川
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



⑥ 
北
海
道
知
事
、
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

@
当
日
段
以
所
へ
行
け
な
い
場
A
nc

マ
投
来
日
に
や
む
を
得
な
い
用
事
で
投

M

引
所
へ
行
け
な
い
人
は
そ
の
理
由
を

い山
峨
し
た
『
立
汗
内
』
を
他
出
し
て
投

烈
日
円
前
回
ま
で
に
不
従
布
投
黙
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
「
且
咋
]
mU
」
肉
用
紙
は
市
町
村
選

挙
管
理
委

U
全
に
準
備
し
て
あ
リ
ま
す
.

V
不
在
者
投
訴
を
す
る
人
は
、
印
鑑
を

持
害
し
て
市
町
村
選
準
管
理
委

μ全
に

わん三ろコて時レましょ 3

園議地織飴

お
い
で
に
な
れ
ば
、
そ
の
場
で
投
取
で

き
ま
す
.

(
出
か
せ
ぎ
な
ど
他
町
市
町

村
に
滞
夜
し
て
い
る
人
は
、

出
川
出
で
投

円
小
川
紙
等
を
請
求
で
き
ま
す
が
、

N
U
ず

『心
掛
古
山
ど
が

4
嬰
で
す
J

。

郵

似

投

採

に

よ

る

方

法

も

あ

り

ま

す

。

か
句
だ
円
不
向
山
な
人
の
た
め
に
.

郵
叫
に
よ
る
不
布
右
投
梨
が
て
き
ま
す
.

こ
の
郵
船
に
よ
る
不
夜
者
投
梨
が
で

き
る
人

(白
石
で
投
票
用
紙
に
引
い
て

郵
悦
で
選
挙
官
理
委
以
会
へ
点
る
万
法

J

は
、
選
帯
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

第
叩
山
田
町
民
ス
キ
|
大
会

吹
雪
町
中
で
ニ

H
I
T
-
日
姐
川
ス
キ

ー
場
に
お
い
て
、
凶
転
競
技
、
距
離
脱

伎
が
開
催
さ
れ
、
百
四
十
名
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
何
十
年
ぶ
り
の
咋
不
足
、

悪
天
快
か
ら
A
F
金
会
場
で
で
き
ず
峨
川

と
な
り
、
本
気
に
ニ
ニ
え
る
体
で
選

手
、
役
以

L
が
ん
ば
り
い
れ
P
故

L
主
く
終

り
ま
し
た

入
社
名
は
次
円
と
お
り
で
す
.

V

回

転

蛾

技

口
同
剛
院
巴

一
位

日
町

誠

二
位

三
位

佐

川

保

口
回
目

一
位

米

田

ゆ

か

り

回
同
閣
目

一
位

花

叫

英

生

三
位

小

池

俊

同
附
直

一
位

吉

村

長

保

三
位

原

u
長
五

日
同
判
団

一
位

桂

川

聡

三
位

樋
口
稔
也

日
間
阿
国

一
位
吉
村
や
よ
い

小
網
山
山

i立:f.主

雌
合
順

一

h
藤

剛

二
位
金
沢
佐
相
克

f立

増
沢
孝
治

イ立

古
野
友
紀

位置位
新 聞水
屑ぼl聖I
~fl ~ 1 千
幸春

位

1
1
F
l
 

咋
が
眠
時

位間 亙

本 国垣
間l日引本
蛇ド「
理猛

位L

ノ

揃
{圭
w 
J主

位置E 
松 間 平
刊行引 1';(、
克 1 ~ lj同1

師"-

位

台
村
教
史

1止問 I立直|恒位閣 E王位同 亙位凶 ffl.
閉 u問 問小 白閉 序l

外出 品に |昔阿 に |綱 111出小 岩出 |手口
崎日引 きはコ野剖iに引し山ぽ|西井 ぽ|田
地問ぉ間 重 哨 閉の 革問峰蝕問浩組仔| 問 問 L-..lF"" I'.!: L-J  ビ」り仁つ {J弘 1~ 1.;' f 之 泊 治

位 {立

児
玉
直
樹

位

本
げ
は
似
「

一
位

一
ノ
揃
紀
之

志
村
山
4
f

1立

児
玉
智
博

三
位

加

藤

英

樹

同
同
回
出
町

一

位

村

上
暁
チ

日
閣
岡
阿
国

一
位
岩
引
門
時
幸

同
州
門
1
]

一
位

森

山

英

樹

一
位

一
ノ
漸

降

之

三

位

安

達

祐

宏

げ
恒

純

白

川

岡

阿

国

同

凹

一
六
年
生
男
子

一

一

位

山

崎

英

人

緑川明
'V品
川
市
1

叫
松
山
必
喚
問
談
話
以
糸
川帆
A
AA枚
目
窓
ぷ
議
ぬ
宮
内
は
み
議
同
仰
は
一
糸
状

J

刊点以
内
政
零
時

綾
瀬
撃
機
毒
事
精
兵
筆
豪
華
建

一
脅
か
常
一
ふ
や
一
日
川
町
線
ι
抗野丸山か一投山町公付ふん
M
W
丸山議官山川崎
W
X抗
議
山
弘
法
抑
制
ゆ
み
や
ゆ
み
一
品
ぬ
…
一
兆
数
ι
取引叩一日必市部

人
で
次
円
安
に
法
当
す
る
人
で
す
.

今金町選事管理委員会・ 今金町明るいi瞳革推進協Z舞金

-易体障害者

手帳をお持

ちの人で

までであ

る者とし

て記載さ

れている

人

類

ら

ら

か

か
症

症

症

症

高

貝

酉

貝

酉

四

円

買

同

別

2

別

3

特

第

特

第

害

害

害

害

害

障

障

車

障

障

肢

の

P

臓

器

下

辞

臓

川

吸

筒

俸

山

じ

呼

繕の害日直

-戦傷病苦手

帳をお痔ち

の人で

障害の範閤

である者

とレて記

蹴されて

類

雨下肢陥害 11級もしくは

1<1'幹¢随富 )2級

J山臓障害 l
1 1級もしくは

じん線障害}
13級

呼吸器障害 j

橿の害陣障害の範闘

障害の程度ガ上記に!l!i当哲る人
ガiIT-道知

いる人

障害の程度ガ上記に訟当写る人

圃a

押
し
い
こ
と
町
お
問
い
合
せ
は
、
温
帯
什
埋
委
以
会
事
務
川

へ
宮
②

o
i
l
-

、
♂
以
UJhyJ
以
kvflVM
U4FJLu--、主人・九し
M
F
d・h-k
v
v・-…)戸
-
m
v
A
V
。UMWJ
m
h守山
hvいしか
rp
u~
し
抗
日

MIA引

っ
山
潟
市

vr…v.一・
終
的
一いいれ

A
K-qt'bγ
一九

九九
可作
品川一
V-J--企九

叫

V-J-e・1….一、
.Vぷ
パ
終

日
日

一
九
日
刊
国
民
手
金
の
保
険
料
か
…
り
ま

ι
t
J'V・会

一・J
F

一ピ…

.m.~y一
決
・
J
U
V
♂'戸、一
しぶγ・日
Y4vλ.ハザ
A
A
U
U
V丸
山
羽
詰
J.

人々
.m，LM
f
，仙川一一札・目
、λ.d・日

し

v
d
・
却
が
す
れ
い
M
V

…一-一日一二本ハヤ
γe
r九
4
・・U
Jイ
V
M
J
u
n
e
町
内
混
一
が
ン
ザ
ド
・
誠
一
・
的
認
M
押す一
日・u
・uvパ
v.rv~一日

マ

国

民

年

金

の

保

険

料

マ

保

険

料

免

除

の

手

続

き

は

早

自

に

凶
民
年
金
町
保
険
料
は
、
今
年
川
川
凶
民
年
全
的
保
険
料
は

一
ヶ

H
分
五
、

か
ら

一
ヶ
月
分
が
じ
品
、
八

ニ
O
川
に

安

八

二一

O
円
で
す
が
、
火
生
や
位
以
入
な

り
ま
す
.

ど
の
た
め
に
保
険
料
町
納
付
が
凶
難

こ

れ

は

年

金

制

が

物

価

上

剖

な

ど

主

お

は

巾

山

に

よ

っ
て
は
似
険
料
が

に
合
せ
て
毎
年
地
制
さ
れ
て
い
く
た
め
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

に
、
そ
の
と
き
ど
き
の
年
金

制

に

見

合

七

月

ま

で

に

千

続

き

を

す

札

ば

今

っ
た
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
年
町
四
月
分
か
ら
向
ニ
フ

一
年
間
は
有

れ
ば
主
句
主
い
た
め
で

す

。

劫

で

す

.

7
国
民
年
金
白
樺
険
料
は
納
め
ま
し
た

保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
も
附
U
A
4
金

か

?

主
ど
は
納
め
た
人
と
川
じ
の
制
を
受
け

一

二

三

月
分
の
保
険
料
は
も
ワ
ら
札
ま
す
か
句
滞
納
町
ま
ま
に
せ
ず

納
め
ま
し
た
か
。
納
め
忘
れ
が
な

い

か

必

ず
年
金
係
に
免
除
町
巾
出
を
し
て
く

ど
う
か
お
調
べ

く
だ
さ
い

B

だ
さ
い
.

似
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、

た
だ
し
、
北
附
乍
令
は
、
免
除
を
交

万

一
円
悼
般
の
と
き
、
附
川
年
金
や
ほ
け
た
則
川
だ
け
三
分
的

一
に
減
ら
さ
れ

f

寸
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
主
い
ば
か
り
ま
す
の
で
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

か
先
へ
'
引
っ
て
主
齢
年
金
さ
え
去
に
主
っ
た
句
、
す
ぐ
迫
納
を
し
て
く
だ

け
句
れ
む
い
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

さ

い

.
十
年
以
内
の
分
な
ら
ば
旧
料
金

も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
れ
で
納
め
句
れ
ま
す
。

ば
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
ヲ
.

( 4 ) 

-道知事ガ柾

明しだ人

制
祉
調
年
金
係

花
嫁
、
花
婿
を
求
む

い
.
巾
し
込
み
万
法
は
、
本
人
が

ι

彼
お
い
で
噺
い
、
持
参
す
る
物
は
.

印
鑑
と
巧
点

(一

位
下
札
判
上
半
身

を
巧
し
た
も
の
)

今
金
町
結
婚
相
談
所

町

民

セ

ン

タ

内

宮
②

0
6
3
1

ご
結
婚
の
相
談
を
ど
う
ぞ

昭
和
五
十
八
年
内
結
時
申
し
込
み

を
受
け
て
お
り
ま
す
.

ご
希
望
的
万
は
お
中
し
出
く
だ
さ

明し疋人

二
位
八
軍
略
秀
樹

位位間
山 佐に;:-1

崎藤 にU

詰勉問

位;

磯
部
史
弥

団体名 金稲川 団 体名 金制刊1 団体名 金額制

1哨 日I 10，960 下 メッ7tr!jti 1，920 神 丘 新 興 1，800 
i'o~li JG 国f 8.000 上 ，fiu 主 i!~ 8、000 " 中 古 2，200 
日 σコ a官町I 7，000 下 .fifi 組『 4，000 " iffi i'i山 3，500 
現ミ B!] 26.200 ~ 又 3.000 " 日台 2.000 
j¥ ゅ11} 野了 20，000 t ~、2 5.000 " 2長 手口 1，300 
本 回T 13，000 方G ，1 17，000 イマヌエル 4.800 

"召 手目 医I 16.700 f卸 鼠多 15.400 蹄岡括 ー 3，650 
九且 町T 4苦 100 Tt;i ~.:1 -;t 5.000 " 部 ニ 3，450 
多本2 国T 23.300 III f'~ 5，000 " 下 台 2，000 
大 辛口 町I 40.104 」ニ lJl イ吃 4，500 日 .ill! 10，000 
井ミ lム 凶丁 32，000 時3 上H イt 2.600 trll 1五三'i= 交 3，500 
融会 関T 22.700 八 >k中世 3，500 j¥、 再ミ " 2，000 
T何 回I 8.000 " りノ下 6.500 金 1凪 " 2，346 
F有 省主 箇I 58.350 " 会総 J .'100 富十 267，431 
商工団地 12.100 W 耳目 4.000 今金柑入金 30，000 

'1、 Zす 302，514 " 現， ι 7，400 今童日亦奉仕団同 20.000 
昌利河 [三) 7.200 " t，刀 日1 3，000 金Iq.小学位生徒ー同 2，511 

" (元 ) 2.500 白 石 4，645 今金中学校生桂同 32.417 

" o:n 900 金原 九且 2，100 立正位成金楠山支部 10，000 
H (矧J) 2，600 金Ii:正 'H HiI 3，400 車 u ~;主金 510 

花石迎合 24，000 金 !点中央 5，900 冒十 95，438 
寸= 立i 9，400 」ニ 金 0;( 3.900 荒且木克資 1，260 
fJo 吉 3，500 多合 金 3，000 '/!S谷 IIJJι~; 1，502 
上 制t 111 9，100 22 悶迎合 4，000 フラワー (暁茶) 5，646 
岨 111 白.前 17，720 トマン ケ シ 5，300 i.!定 歩宇 ta; 2，837 

" 駅前 5，000 中 トマンケシ 2，400 富十 11，245 
中 極 111 9，300 下ト 7 ンケシ 1，800 合 雷十 676.628 

皆僚のあた たかいお心づ かいを次の 。生活保，，1曲者町外入院也布

ょっに配分いた Lました. 20名 X4，OOWJ ~ 80 ， OOO Iよl

。以J回入ドん世、者 8L1'， X2，OOWJ 

。町外悩祉施設入所者 38名 X4，OOO問 = 162，000円

=152，000円 o I~~ (家出 (単 )15*. X3，O口OPl
。盟結I胡38名 X4，000円 =152，田0円 =45，000円

。光の里 11名 X4 ， OOOPj~ 44.0口0円 0緑町 (郵送代等) =25，710円

昭和57年度歳末たすけあい募金

( 5 ) 
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時
間
設
園
田
本
本
園
田
本
局
本
園
田
園
田
函
品
同
回
田
市
函
本
画
函
田
園
田
吋
岡
田
岡
山
マ
函
田

T

M4
1

1

1

2

2

1

1

1

6

6

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1
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1

1

1

1
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|ビりんご

珍味

みかん

みかん

Wi酒

(ウイスキー
ジヰース

みかんl出酒
上必
ズオてノ

みカん

みかん

"カし
みかん

(キャラメル
みかん

りんこ

"均し
みかん

おかし

みかん

ill 栖

みカん

クッキ-

iMん
必かし

(判ん
タコ

みかん

おかし

(Mん
油絵(間入)

洗剤

扮石けん

揖とぎ労働必仕

少 11，432

少 4.532

~ 2.145 

少20.0同

少 10，OOC

少 10，000

少 5，000

，. 25，000 

みカん

開法子内剛

'" 
所

乙 部 町

川弘

ノL

国r

"' 

住間人名又は団体名

ダ〉

夫

め

長万部町

I厚沢部町

八 古 町

東町

大 成 町

江 2監町

神丘

水 μ 町

奥 尻 町

01 ;童市

瀬棚町

本町

今金

附柏町

大相町

神丘

植川

S令岡

今金

市栄町

Lr，t;iJミ者s8lT

Ij'盟

熊石町

奥 IJt.町

金 If，(

t何冊町

小碑市

凶向山町

出来町

地 町

北楠山町

住吉

北楠山町

f 

t集

子

と

留

と

:~:t 3 IT羽

回 f.i
崎鮮#，1，

ff 
jft 

J;{ 谷 ソヤ

折 I~ 耐応
今金曲集技施者協会

八千よ

今金町田保耐院先庖

光町星学園窓口

佐藤多ヒ古

白山 Ds f'乍
今金臼，"'準仕団

偏士俊悦幸 f

航中学植生徒会

中.!Il老人クラブ

孝

惜
四
市
山
郎

列

吉

ナ

子

松

郎

夫

子

日召

雄

{生 d事 A とん厄;

ヨ

!日凶]
小訂合保育i胡.山

光向型 ・ー

少50，000

f'-50，OOC 

少12.150

!“んおむつ

タト

ド8醐

少 5償却

ヴる米 60kg 

ウイスキー l本

サイダー 1面

みかん 1函

草加せんべい 1函

位向木(ンリ 川)2本

{タ山スケーキ 酬

みのん 】由

ぷ 11:町 |日I ;問 2本

iウイスキー l本
みかん 2函cs醐
釦 11 196本

外 1以)，f!，

みかん 2田

川田 2本

みかん 2面

i M ご l阻
みかん l函

み泊ん 1函

ンユース 2自

クリスマスケー キ l函

(川ご 3画
ヨーヒーセット I間

みかん 1函

石けん 80個

(帥ん 2回

析巻蛙 i本

(制ん i函
おカし l市

右けん 3由

lMん 5画i'liジュース 10宙

~_.;; 5枚

E 布 2依

みかん 1函

みカん l函

iMん l函
ウイスキー 1本

1Mん 1田
清酒 1本

1内閣 1 ，ド

自奇

形

勝

ノ

山

'. k量

m 

，~ 

dを

S受

先

瑚

-'.I! 

ff3 

れ
向
M
Y
歌
師
太
円
以
増

ス

附

'" グラ

ス

'.{子

~1 
ラ位

竹

育裂

容

国

枚

佼

l

H

4

 

野
川
広
崎
山
崎
上
出
場
谷

聖子

水

I~ 

内聞'，~チ'k 

町
町
石

石

本

竹

1111 

村

f吋

Il:. 

栄

栄

花

イE

館
外
地
金

間
及
M

世
間

M

H
犬

坪

1来

」ヰ

本

作

町

大

個J名 Xは団体名

柑

胸

中

訂

ト

日

オ

金
金
ロ

ム
γ

今

山

すE

111 

ム
ぷ人対}石

H召布I函I

針金

八崎町

M止 _r
*厨I

1ヶ自身市

「何百I

回7

四y

北楠山町

北楠山町

JI!l ffir 
見 or
八 幡 町

or 

平城市

本町

八 幡 町

東町

宇Li地 Iわ

6混

地

lIll 

別t

1当時 点己

訳書庖

つ品句菓子山

IA¥ j/t商会

今井 良

W H長醐:筏

J勾

之

北倫山小学位児迎会

石井 相之

大相谷金物広

ひ"き 4ミネ》

応

出

応

広

東山仕 Ji!i
~t il単 iíì 化王石 Ij ん If(;，.~臥

イ J テリヤ 111中

Aミ

盟

-々

Jf製猶

金農

'1'靴

利

l勾

啓

木

イ

手，)

fr 

九

藤

々

大

金

佐

"' 

日

今

問

(豊
:ミ力、
j浴
:)心
jごを
if育
法定:
:える
;。運
完勤

青山
Y

年
の
非
行
や
校
内
暴
力
を
い
ま
す
ぐ
根
絶
で
き
る
。
特
効
薬
e

は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
.

答
え
は
「
否
」
で
す
。
し
か
し
、
特
効
薬
は
な
く
て
も
、
次
代
を
担
う

青
少
年
の
豊
か
な
企
が
融
ま
れ
る
の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
は
お
け
ま
せ
ん
。

『青
山y
年
の
豊
か
な
心
を
育
て
る
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
一
年
ほ
ど
前
か

勺
、
文
部
省
を
中
む
と
し
て
ス
タ
卜
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
道
な
施

策
が
い
ろ
い
ろ
弘
好
成
摘
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
た
ち
が
希
留
に
胸
を
ふ
く
」
つ
ま
せ
る
新
学
期
を
間
近
に
控
え

て
、
青
少
年
の
人
格
形
成
を
い
か
に
円
滑
に
図
っ
て
い
く
か
を
考
え
、

『豊
か

な
、
む
を
育
て
る
』
蓮
酌
を
各
家
庭
で
実
践
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

家
庭
や
地
域
社
会
で
実
践
を

が
強
い
よ
、
ヲ
で
す
。
物
的
価
値
を
正
し

く
蜘
リ
、

大
事
に
活
附
す
る
態
度
を
打

て
ま
し
ょ
ヲ
.

バ
一
品
ー
か
な
心
"
を
は
ぐ
く
む
た
め
に

は
具
体
的
に
と
う
す
れ
ば
よ
い
町
で

し
ょ
、
っ
か
.

「盟
か
な
心
を
育
て
る
」
連
動
推
進

参
考
資
料

(
文
部
古
)
か
り
ニ
家
山
田

や
地
地
社
会
で
ぜ
ひ
と
む
実
践
し
て
い

た
だ
き
た
い

引
例
を
い
く
つ
か
ニ
紹
介

し
ま
し
ょ
フ
。

〈例
〉
不
用
品
交
快
活
動
。
上
手
な

高
品
物
判
用
。

-
感
動
す
る
心
を
育
て
よ
う
hu
雌
大
な

白
蛇
や
悩
札
た
芯
術
作
品
h
a

ど
に
直
接

触
札
さ
せ
る
ニ
と
を
辿
h
l
，て
、
庁
生
年

に
感
動
す
る
機
会
を
与
よ
盟
か
主
的

悼
を
益
い
ま
し
ょ
う
.

八例
v
感
動
的
な
風
景
町
当
主
.
自

然
と
按
す
る
キ
ャ
ン
プ
生
活
。ん子
出

肉
体
大
き
を
尖
感
さ
せ
る
"
起
を
見

る
集
い

“
な
と
。

身
近
な
生
活
の
な
か
で

豊
か
な
山
を
育
て
よ
う

E 
-
あ
い
さ
つ
人
間
に
な
ろ
う

1
だ
れ
と

で
も
あ
い
さ
つ
会
釈
の
で
き
る
生
活

習
制
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
ヲ
.
第

一
歩

は
ま
ず
家
族
ど
う
し
の
「お
は
よ
ヲ
L

1

た
だ

い
ま
」
「
お
や
す
み
な
さ
い
」
を

励
行
す
る
こ
と
で
す
.

-
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

u

社
会
生
活
向
基
本
的
自
制
を
守
る
こ
と

は
、
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
の
人
間

附
M

怖
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
リ
ま
す
。

ま
ず
大
人
が
率
先
し
て
励
行
し
ま
し
ょ

ワ

〈例
V

駅
円
ホ
!
ム
や
路
上
に
版
い

殺
な
ど
を
投
げ
な
い
。
交
通
ル

l
ル

を
司
る
.
時
間
を
守
る
。
服
装
を
き

ら
ん
と
す
る
.

-
物
を
大
事
に
し
よ
う

l
物
を
粗
末
に

扱
っ
た
り
無
駄
に
し
た
リ
す
る
傾
向

江差町

大和町

鰍石町

，)、 m市

北楠山町

本町

田町市

，)、何事市

デ

雄

n三

今金ソパメ石抽

ヨ

石川スポ ー Y庖

T屯開 通イ市

名

2張

4陸

ヒ

カ

田

ふみ

IH 

騰

ほ

'" 
千

ii 

3“ 

ー-

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

( 6 ) 

郵
便
局
で
は
、
郵
悦
及
び
電
報
・

電
話
通
話
事
務
町
窓
口
取
り
扱
い

時
間
を
昭
和
五
十
八
年
二
月
十
四

日

(月
叫
日
)
か
ら
止
の
と
お
り

改
正
す
る
-
}
と
に
な
り
ま
し
た
.

、
郵
便
及
び
電
報

・
電
話
通
信

事
務
の
窓
口
取
扱
時
間

削
川
剛
「

l
i

平
日

l豆

腐

取
り
掛
い

ま
せ
ん

土

附

図

日
出
国
及

び
岡
田
休
日

17 9 
時ー時

12 9 
時
30 
1} 開予

取
り
被
い

ま
せ
ん

郵
便

~Il • nt 
脂報

17 9 
M年~払予

9

時

日
時
四
分

~， I人1ffir 

淡
貯
金
且
び
保
険
業
務
に
つ
き
ま

し
て
は
従
，
M
ど
お
リ
で
す
.

※
配
述
を
行
一
フ
郵
便
川
で
は
目
附

日
と
休
日
が
連
続
す
る
場
合
同
休

日
に
つ
い
て
は
、
九
時
か
ら
十
二

時
三
十
分
ま
で
取
り
扱
い
ま
す
.

二
、
そ
の
他

配
述
を
行
う
郵
仰
向
で
は
、
前

配
的
取
り
扱
い
時
間
に
か
か
わ
ら

ず
、
速
述
郵
便
物
等
円
引
受
事
務

且
ぴ
不
税
配
述
通
知
郵
便
物
の
窓

u
交
付
事
務
を
行
い
ま
す
.

こ
町
取
り
扱
い
時
間
且
び
事
務

に
つ
い
て
は
、
郵
便
防
に
描
示
し

て
あ
り
ま
す
が
詳
細
は
窓
口
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
.

ハ，血会表

2 

子
供
を
外
で
遊
ば
せ
よ
う

-
子
供
を
土
に
親
し
ま
せ
よ
う

l
土
に

親
し
む
出
動
を
通
じ
、
自
然
向
日
み
を

理
解
し
収
雌
や
創
造
円
高
び
を
味
わ

ヲ
こ
と
に
よ
り
、
州
は
か
な
的
操
と
他
全

主
体
が
は
ぐ
〈
ま
れ
ま
す
.
地
域
内
土

人
同
協
力
や
助
一回を
作
ま
し
ょ
っ
。

《
例
v

ど
ろ
ん
こ
‘
は
だ
し
町
遊

U
.

税

f
山
凶
、
イ
供
牧
場
。
い
も
似
リ
、

山
菜
採
り
、
棚
干
狩
り

0

・
手
作
り
創
作
活
動
H
日
用
品
や
玩
以

を
作
る
活
動
を
辿
し
て
、
創
造
円
高
び

を
味
わ
わ
せ
ま
し
ょ
ヲ
.

〈例
v

伝
統
玩
具

(
た
こ
、
こ
ま
、

水
鉄
砲
、
お
手
玉
、
竹
町
な
ど
)
同

製

作

遊

日

。
少
年
克
明
工

hx
工
作

教
室
。

3 

山
身
を
鍛
え

い
ろ
い
ろ
な
生
活
体
験
を
さ
せ
よ
う

-
自
然
の
な
か
で
の
鍛
練

l
n
快
に
縦

し
み
な
が
句
白
叫
町
内
環
境
に
辿
比

L
、

と
き
に
は
ニ
れ
を
鬼
山
し
て
活
動
で
き

る
た
く
ま
し
い
心
身
を
引
け
て
ま
し
ょ
っ
.

ハ例
v

臨
禅
学
校
.
ス
キ

i

ス
ケ

救
世
.
判明

f
迫
足
。
級
F
登
山
。

4 

子
供
の
目
立
山
や

ね
ば
り
強
さ
を
育
て
よ
う

-
上
手
に
ほ
め
よ
う
、
叱
ろ
う

1
上
手

に
ほ
め
て
や
る
こ
と
に
よ
っ
て

f
供

に
や
る
気
を
起
-
}
さ
せ
自
発
性
や
創
造

性
を
育
て
ま
す
.
ま
た
上
手
に
叱
る
こ

と
に
よ
っ
て‘

F
供
に
反
省
さ
せ
、
持

悪
の
け
じ
め
や
判
断
力
を
養
い
ま
す
a

.
わ
が
家
の
憲
法
づ
〈
り
l
京
峡
共
通

の
よ
さ
ま
り
“
を
作
り
そ
れ
を
可
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
斗
心
と
述
帯
百
識

を
強
的
、
子
供
を
明
る
い
家
路
づ
く
リ

に
参
加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ハ例
v

起
床
、
食
事
、
テ
レ
ビ
視
聴
、

枕
泌
な
ど
の
生
活
時
川
.
正
H
、
千

四
円
日
な
ど
の
家
出
向
行
事
.
自
分

で
進
ん
で
や
る
こ
と
、
や

っ
て
は
い

け
主
い
こ
と
.
屯
気
や
ガ
ス
の
節
約

内
励
行
.

-
軍
事
の
手
伝
い
を

8
せ
よ
う
目
手
伝

い
は
、

r
T
供
が
賀
任
を
持
っ
て
や
る
よ

う
に
し
長
時
間
継
続
的
に
‘

一
つ
の

こ
と
を
似
気
強
く
や
り
と
げ
る
よ
う
に
し

し
ま
し
ょ
う
。

7〔
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